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意　見　の　概　要

・「朝鑑賞（毎週火曜日）」「授業研究（月1回）」「タブレット端末を
授業に積極的に活用」が特色となっている。
・生徒は実際の地震の際に、身を守る行動が取れている。
・業務量の多さに負担を感じている職員が多い。働き方改革の
推進をより進めていく必要がある。
・働き方改革は難しいが、教員も同じ人間であり他職種と平等な
ので、保護者は（教員の休暇取得を）理解すべき。

・道徳授業のローテーション実施は有効だった。
・生徒は落ち着いた態度で生活し授業に取り組んでいることを、
本日の授業参観で実感した。
・管理職からの不祥事根絶の指導は意識向上に役立っている。
・桜中学校でもヤングケアラーの疑いがある生徒がいるので、該
当生徒の状況把握を丁寧に行っている。

・特別支援学級の対応、就学支援の体制は概ね良い。
・教育環境の整備も良い。
・学校だよりの地域への回覧、配付を評価する。
・感染症への対策もあり、なかなか地域人材の活用ができない
状況であったことが残念なことである。今後は、地域人材の活用
を積極的に行ってほしい。

・入学式（令和5年4月10日）
・体育祭（令和5年5月20日）
・合唱祭（令和5年10月24日）
・2年生修学旅行（令和5年12月10日～12日）
・卒業式（令和6年3月15日）

・学校だよりの回覧は、紙での配布と学校のホームページでの公
開を併用し、今後も進めていくとよい。
・資源回収は、費用対効果が低いこと、ＰＴＡ役員の負担軽減を
図ること、感染症防止の観点から廃止とし、今後地域に周知して
いく。

（１）③
・特別支援教育、環境
整備、開かれた学校
づくり、小中一貫教育
を確認
・上記取組を了承

会　　議　　録
坂戸市立桜中学校　第3回学校運営協議会

令和5年2月13日（月）　　（開会）　10：00　　（閉会）　11：40

坂戸市立桜中学校　図書室

松下会長、木村副会長、古園委員、井上委員、宮﨑委員
佐藤委員、石田委員、市川委員、永田委員

（１）令和4年度学校評価（自己評価及び学校関係者評価）
（２）令和5年度行事予定表

会議の名称

開催日時

開催場所

出席者氏名（委員）

欠席者氏名（委員）

議　　題

配　布　資　料

協　議　結　果

（１）①
・特色ある学校づくり、
災害・事故等の対応、
働き方改革、学力向
上を確認
・上記取組を了承

協
　
議
　
等
　
要
　
旨

増田委員

（１）学校評価について
　①特色ある学校づくり、災害・事故等の対応、働き方改革、学力向上
　②豊かな心の育成、生徒の生活態度、不祥事根絶、教員の接し方
　③特別支援教育、環境整備、開かれた学校づくり、小中一貫教育
（２）来年度の予定について
（３）その他

（１）②
・豊かな心の育成、生
徒の生活態度、不祥
事根絶、教員の接し
方を確認
・上記取組を了承

（３）その他
・ 学校だよりの回覧方
法について確認
・PTA資源回収の廃止
について了承

（２）来年度の予定に
ついて
・来年度の年間行事
予定について確認
・上記について了承


